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以
前
、
「
わ
た
く
し
た
ち
の
健
康
」
で

「
夜
間
小
児
救
急
（
地
域
医
療
に
お
け
る

医
師
会
活
動
）」に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
休
日
夜
間
に

お
け
る
小
児
救
急
の
そ
の
後
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

志
木
市
民
病
院
に
お
け
る
夜
間
小
児

救
急
支
援
事
業
の
そ
の
後

朝
霞
地
区
医
師
会
（
朝
霞
市
・
志
木
市
・

和
光
市
・
新
座
市
）
で
は
、
平
成
２０
年
４

月
よ
り
市
民
病
院
の
小
児
救
急
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。
４
年
４
か
月
で
、
計

１
、０
４
９
回
、
合
計
６
、２
０
４
人
の
小

児
救
急
患
者
を
診
療
し
、
当
直
医
の
負
担

は
軽
減
さ
れ
、
埼
玉
県
で
は
同
様
の
事
業

が
各
地
で
広
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
２４
年
８
月
、
市
民
病
院
の
小
児
救
急
は

休
止
と
な
り
、
当
地
区
の
小
児
救
急
の
受

入
れ
が
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
埼

玉
病
院
（
以
下
、
埼
玉
病
院
）
１
病
院
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
医
師
会
は
埼
玉

病
院
の
救
急
外
来
に
場
所
を
移
し
、
事
業

を
続
け
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

埼
玉
病
院
に
お
け
る
医
師
会
の
休
日

夜
間
小
児
救
急
支
援
事
業

平
成
２４
年
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
朝
霞

地
区
で
小
児
科
診
療
を
行
っ
て
い
る
開
業

医
の
有
志
３４
名
が
、
現
在
、
支
援
事
業
に

協
力
し
て
い
ま
す
。
平
日
の
午
後
８
時
〜

１０
時
（
土
曜
日
は
午
後
６
時
〜
８
時
）、

日
曜
祝
日
の
午
前
１０
時
〜
正
午
の
２
時
間
、

埼
玉
病
院
の
救
急
外
来
を
利
用
し
、
発
熱
、

お
う

と

嘔
吐
、下
痢
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
う

ち
、
帰
宅
可
能
な
軽
症
患
者
の
診
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
中
等
症
、
重
症
は
埼
玉
病

院
の
小
児
科
当
直
医
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

初
年
度
（
平
成
２４
年
９
月
〜
平
成
２５
年

８
月
）
の
実
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
支
援

回
数
は
合
計
２
１
６
回
、
月
平
均
で
１８
回
、

医
師
会
医
師
に
よ
る
診
療
患
者
数
の
合
計

は
年
間
で
１
、１
８
１
人
、
１
日
平
均
の

診
療
患
者
数
は
５.５
人
で
し
た
。
患
者
の
集

中
す
る
日
曜
祝
日
の
１
日
平
均
患
者
数
が

８.５
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の
支

援
の
特
徴
で
、
季
節
に
よ
り
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
り
ま
す
が
、
２
時
間
の
支
援
で
最
大
患

者
数
は
１６
人
、
１０
人
以
上
の
日
が
３４.０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
発
熱
患
者
が
５５.６
％
と
多

せ
き

ぜ
ん
そ
く

く
、
嘔
吐
・
下
痢
が
２７.３
％
、
咳
・
喘
息
が

２７.３
％
で
、
じ
ん
ま
し
ん
、
便
秘
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
、
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
の
受
診
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
児
科
当
直

医
に
依
頼
し
た
患
者
は
全
体
の
８.６
％
で
、

医
師
会
医
師
の
診
療
で
帰
宅
し
た
患
者
は

９１.４
％
で
し
た
。
救
急
と
い
っ
て
も
開
業
医

が
日
常
で
よ
く
見
る
疾
患
が
大
多
数
で
、

多
く
は
帰
宅
可
能
な
軽
症
患
者
で
し
た
。

問
題
点
と
解
決
策
―
「
和
光
市
乳
児

健
診

子
ど
も
の
Ｑ
Ｑ
教
習
所
」

本
来
、
埼
玉
病
院
の
救
急
の
対
象
は
重

症
患
者
の
は
ず
で
す
が
、
現
実
に
は
軽
症

患
者
の
受
診
が
多
く
、
重
症
患
者
の
診
療

に
影
響
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
埼
玉

病
院
を
利
用
す
る
の
は
ど
ん
な
場
合
か
理

解
し
て
い
な
い
家
族
や
、
軽
症
か
重
症
か

家
族
が
判
断
で
き
ず
、
心
配
で
受
診
す
る

ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。

医
師
会
和
光
支
部
で
は
、
医
療
機
関
の

利
用
法
や
夜
間
の
発
病
時
の
対
応
法
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
平
成
２５
年
８
月
よ
り
、
和
光

市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
３
―
４
か
月
健
診
の

待
ち
時
間
を
利
用
し
、
「
乳
児
健
診

子

ど
も
の
Ｑ
Ｑ
教
習
所
」
を
始
め
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い
、
①
か
か
り
つ
け
医
と
埼

玉
病
院
の
役
割
分
担
、
②
朝
霞
地
区
の
休

日
夜
間
の
医
療
事
情
、
③
「
子
ど
も
の
救

急
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
電
話
相
談
＃

８
０
０
０
の
利
用
、
医
師
会
支
援
事
業
の

利
用
、
具
体
的
な
救
急
の
対
象
、
救
急
車

の
適
切
な
利
用
方
法
、
受
診
の
心
得
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

今
後
他
の
３
市
に
も
広
げ
て
い
く
予
定
で

す
。
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

志
木
市
に
隣
接
す
る
富
士
見
市
で
、
イ

ム
ス
富
士
見
病
院
の
小
児
救
急
が
昨
年
末

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
が
、
利
用
法
を
誤
れ
ば
、
医
療
崩
壊

の
根
本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
重

症
患
者
の
受
診
抑
制
と
な
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
が
、
医
療
資
源
を
適
切
に
利
用
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。

※当番医は変
更になる場合
もあります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

※救急医療のお問い合わせ
●埼玉県救急医療情報センター �０４８―８２４―４１９９
●埼玉県南西部消防本部 �０４８―４６０―０１２３

※小児救急電話相談
●＃８０００（携帯電話からも相談可能）

※５月の休日歯科応急診療所
実 施 日 ５月３日（土・祝）・４日（日・祝）・５日（月・祝）・６日（火・祝）・１１日㈰・１８日㈰・２５日㈰
受 付 時 間 午前９時～１１時３０分
場 所 新座市休日歯科応急診療所（新座市保健センター）
診 察 料 健康保険法の規定料金（保険証を必ずお持ちください）
問い合わせ �０４８―４８１―２２１１
☆今月の主な保健衛生週間行事予定 ５～１１日は「児童福祉週間」です！

朝霞地区における休日夜間小児救
急の現状―医師会支援事業のその後

かつまた だいすけ

朝霞地区医師会 勝又 大助
�４６４―４６６６

日曜・休日に実施している医療機関
�（０４８）
４７２―６２０２

４６１―２０６０

０４２―
４７１―５０９８
４８６―００８７
４７４―７４７４
４７６―２１１１
４６３―１５７５

科 目

眼

内

消内

耳
小・内・皮
内・外・循内・皮
消内・外・皮

施 設 名

宇野眼科医院

田中医院

小熊クリニック

伊藤耳鼻科クリニック
岩﨑小児科医院
清水医院
大城胃腸科外科医院

場所

志木

和光

新座

朝霞
志木
新座
朝霞

�（０４８）
０４２―

４３８―６６０６
４８５―６７８８

４６０―３４６６

４８５―５６００
４８０―３７３７
４２３―８４７０
４７２―１２８８

科 目

内・消内・循内
内・外・小・消内・
整外・肛・リハ
外・内・小・整外・
消内・肛・リハ
消内・内・外・肛
内
内・消内・小
内

施 設 名

くりはら内科クリニック

志木南口クリニック

和光駅前クリニック

幸町クリニック
遠山荘一郎内科クリニック
あさくらクリニック
朝霞台クリニック

場所

新座

新座

和光

志木
新座
朝霞
朝霞

月日

③

④

⑤
⑥
１１
１８
２５

５

午前１０時～午後４時


